
審議会等の会議結果報告書 

 【担当課】 消防課 

会 議 の 名 称 茅野市消防委員会 

開 催 日 時 平成 28 年 12 月 20 日（火）  １８時００分～１９時２０分 

開 催 場 所 茅野市役所 7階 703 会議室 

出 席 者 

両角昌英消防委員会長 宮沢保秀消防委員副会長 篠原啓郎委員 

森元一光委員 黒沢正一委員 三浦順一委員 加藤宏治委員  

藤森憲司委員 

東城源消防署長 篠原真二消防係長 原功吉消防担当 清水康志主事 

欠 席 者 足立孝幸委員 河西千代美委員 

公開・非公開の別 公開 ・ 非公開 傍 聴 者 の 数      ０人 

議題及び会議結果 

発言者 協議内容・発言内容（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮沢委員 

 

 

 

 

 

 

宮沢副会長 

 

東城署長 

 

宮沢副会長 

 

東城署長 

 

 

両角会長 

 

東城署長 

 

１ 開 会 （篠原係長） 

 

２ 消防委員会長あいさつ 

 

３ 議 題 （進行 両角会長） 

（１）茅野市消防団活動支援事業について 

 茅野市消防団員被服貸与品（防水防寒ジャンパー）について資料に基づ

き説明（東城署長） 

 

 無事支給されて良かったです。 

 

 

（２）平成２８年度消防施設・水利整備事業について 

平成２８年度消防施設整備事業に関する補助金、水利整備事業の実績状

況について資料に基づき説明（東城署長） 

 

 ＬＥＤには種類があるのですか。 

 

 あります。 

 

 市ではＬＥＤの種類に指定はありますか。 

 

ありません。区ごとに業者に依頼していただき、設置していただいてお

ります。 

 

 今市内では何パーセントほどＬＥＤに変わっていますか。 

 

 以前区の方に確認しましたが、区でも把握しきれておらず、確認できて

おりません。 



 

 

東城署長 

 

 

 

両角会長 

 

 

東城署長 

 

 

 

 

 

東城署長 

 

 

 

黒澤委員 

 

森元委員 

 

東城署長 

 

 

 

 

 

 

篠原委員 

 

 

 

東城署長 

 

 

 

藤森委員 

 

 

東城署長 

 

藤森委員 

  

 

（３）平成２８年度消防機械整備事業について 

 平成２８年度消防機械整備事業の実績状況について資料に基づき説明

（東城署長） 

 

 先送りになった丸山区の小型動力ポンプの購入についてはどうなってい

ますか。 

 

 来年度購入を予定しております。 

 

 

（４）今後の日程について 

 来年１月～５月の日程について資料に基づき説明（篠原係長） 

 

 例年３月にあります消防団幹部会議・消防団員互助会総会のときに法被

等を返却していただいていますが、任期は 5 月までとなりますので、そ

こまでお持ちいただいてかまいませんがどうしますか。 

 

 金沢は４月の消防団行事で使うため、それ以降でないと返却できません。 

 

 返せる方は３月の返却でも良いのではないか。 

 

では返却できる方については３月にお預かりします。 

 

 

（５）その他 

 茅野市消防団北山分団白樺湖部廃部協議について資料に基づき説明（東

城署長） 

 

 人が少なくなってきている中やむをえない部分はある。 

昔は３３歳前後までが団員として活動していたが現在年齢制限はあるの

か。 

 

 １８歳以上の者となっています。上限についての定めはありません。 

 部の慣例としてあるところもありますが、人が少なくなっている中、団

員の高齢化も進んでおります。 

 

 入団すると消防団サポートカードがもらえるが、団員減少の歯止めにな

ったか。 

 

 なかなか使いづらく、協賛店も伸び悩んでおり効果は薄いようです。 

 

 浸透していないのではと思っていたため聞いた。 



 

 

 

篠原委員 

 

 

 

 

 

宮沢副会長 

 

 

 

 

両角会長 

 

東城署長 

 

両角会長 

 

 

東城署長 

 

 

宮沢副会長 

 

 

 

篠原委員 

 

 

 

 

東城署長 

 

 

 

加藤委員 

 

東城署長 

 

東城署長 

 

 

 これから若い人に入団してもらうにはもっと特別なものを考えないと難

しいのではと思う。例えば団員になったら市民税を減免するとか。 

 

藤森委員の言うように特別なものは団員確保に良いと思う。 

また、消防団の中には幽霊団員がいるようだが、その場合災害時にすぐ

には活動できないのではないか。 

 今後は団員の居住している状態、操法の在り方等も考えていかないとい

けない。 

 

 自分の地区において団員の確保についてアンケートをとったが、本人は

入団を希望していても親の方で入団を嫌がるケースが多い。また、消防

協力費について現状より少し上げていただけないか働きかけたがうまく

いかなかった。 

 

 今消防協力費の話が出たが、各地区同じようになっているのか。 

 

 地区ごとに違います。 

 

 今後部がなくなり隣の部で面倒を見るとなった場合、消防協力費など負

担も大きくなるためそこも考えていかないといけない。 

 

 部ごとに戸数が全然違うため、行政区ごとに部を持つこと自体が難しい。

玉川の第５部のようにいくつかの区で部を作るという方法もある。 

 

 団員手当は個人に行くべきだと思う。分団ごと個人に渡しているところ

と渡していないところがあるが、団員手当は団員個人に渡るように統制

をとるべき。 

 

 分署ができてから署員の方が早く来てくれるようになり良かったという

話を周りで聞く。広域化してさらにそういった認識が強くなった。消防

団より早く署員が現場に到着するようになったが、署としても消防団と

のあり方を考えてほしい。 

 

 火災等は確かに署での対応のほうが早いが、水害など広域にわたる災害

については１か所に出動してしまうと他の場所はどうしようもなくなっ

てしまう。消防団にはそういった広域的な対応をしてもらいたい。 

 

 自衛消防団になると消防としてのレベルが低くなるのではないか。 

 

 署から出向いて訓練を行う計画を立てます。 

 

 白樺湖部につきましては、３月末で廃部ということで事務処理を進めて

行きたいと思いますがよろしいですか。 

 



 

全委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 異議なし 

 

 

４ 閉 会 （会長） 

 

～１９時２０分  会議終了～ 

 

  

 

 

 


